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1 はじめに
外国為替取引をするのは,リスクがある. どのように為替チャートが

変動するかは確実には予想できない. 一般に,投資家のうち利益を得て
いるものは 2割程度しかいないと言われているが,その理由は行動心理
学によれば,人間心理は損失を拡大させるように働くことが知られてい
る. つまり投資判断において,人間心理によらない客観的なアプローチ
が必要であるため,近年はアルゴリズムによるシステムトレードが盛ん
である.
また, 最新の市場データの収集, 分析, 発注までも自動で行うことで,

投資活動のおける人的負担を軽減することができる. 自動取引システ
ムとして, 既に MetaTrader が存在する. しかし,MetaTrader4（MT4）
のプログラミング言語の MQL4 は, 汎用性が乏しい. そこで本論文で
は,MetaTrader4を,データの収集及び発注のみとし,投資行動の決定ア
ルゴリズムは C言語で記述し,取引を行う.

2 評価指標
この章では,MT4で用いられている評価指標を幾つか抜粋し,その意

味と求め方を述べる.図 1がMT4の評価指標の例である. プロフィット
ファクターは,純利益を純損失で割った数値で, リカバリファクターは,
ストラテジーの危険性、つまりエキスパートアドバイザーが利益を得る
ために賭ける金額を反映する.これは,利益と最大ドローダウンの割合と
して計算される.
シャープレシオは,戦略の効率と安定性を特徴付ける.これはポジショ

ン保持時の算術平均利益とそれからの標準偏差の比を反映している. 期
待利得は,総純損益を総トレード回数で割った値が表示される.その値は
次の取引の期待リターンを表示すると考えられている. ドローダウンは,
資金の減り具合を示す.

図 1 MT4の評価指標

3 プログラミング言語ごとのRRLの速度比較
再帰型強化学習 (RRL)とは,強化学習の一つである. なぜ Recurrent

（再帰型）と呼ばれるかというと, 現状態の Action の予測のために, 前
状態のOutput（Action）を Input情報として使用しているためである.
図 2は,再帰型強化学習の使い方のイメージである. 図 3,図 4,図 5,図
6が RRLの速度である.

図 2 取引結果の評価

図 3 pythonでの RRL

図 4 cythonでの RRL

図 5 MT4での RRL

図 6 C++での RRL

結果的に,C++が最速であるから,システムには C言語を用いること
にする.

4 外国為替自動取引システムの構築
個人投資家向けの自動取引システムとして, ロシアの MetaQuotes-

Software 社が開発した MetaTrader(MT) が有名である. しかし, プロ
グラミング言語であるMQLを用いるため汎用性が乏しい. そこで今回
は,MT4 を最新のデータ取得や取引発注のみに特化し, 計算処理が複雑
なアルゴリズム部は C言語で実装する.
図 7に本提案システムの構造を示す. まずMTにおいて,データを C

言語で扱える形式に書き換えデータファイルとして保存する. 次に, そ
のデータファイルを読み込み,C言語で分析する. そして,MTで発注す
るために,C言語でコマンドをテキストファイルに出力する. 最後に,MT
でコマンドを読み取り発注する.この処理を繰り返す.
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図 7 外国為替自動取引システムの概要

しかし,現在はファイルの入出力部分でうまくいかないことがあり,そ
れが問題点である.

5 おわりに
本論文では,MT4とＣ言語を用いた外国為替自動取引システムについ

て述べた.
今後の課題は,他の OSなどの組み合わせを試してみることである.
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